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「はたらく」を支援する技術

スマートワークIoH研究チーム概要

▶  業務中の人の運動をIMUセンサーやビーコンなどを活用して計測

▶ 三次元環境モデル・計測した運動データ・業務記録などから位置と作業を推定

▶ 可視化による気づきの支援、シミュレーションによる改善案評価などに活用

従業員の業務中の歩行検出・位置情報を様々な改善活動に活用

■課題を抱える業務現場における従業員の働き方を定量化

■計測中の負担はスマートフォンの装着のみ

■スマートフォンで計測した運動データを用いた歩行検出結果と、地図情

報、ビーコン電波強度などの補正情報を用いて業務中の位置情報を推定

■業務エリアごとの滞在時間や歩行による負担、業務中の歩行

速度を業務記録等と比較検証することで様々な分析を実施

計測に基づく従業員モデルを改善シミュレーションに活用

■歩行速度の分布や棚前での立ち止まり時間（≒ピッキング作業時間）を

従業員モデルとしてシミュレーションに設定

■実績データと同じ発注が来た場合の動きのシミュレーションを改善案を

適用した状況で実施して評価

■ロボットのシミュレーションも追加することでロボット導入時の人員配

置の検討などをシミュレーションで実施

VR技術をスキルトレーニングに活用

■実店舗では訓練の難しい「気づき」「優先順位判断」をVRで繰り返しト

レーニング可能

■訓練データは全て残るので指導者によるアドバイスも随時可能

■顧客の行動（メニューを決める時間・食事をする時間・退店するまでに

席で過ごす時間など）は実店舗で計測してモデル化

■倍速機能などを用いて実環境よりも効率よく繰り返し訓練

事例）スキルトレーニングVRシステム
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⼯程組み換えにより
夜の時間帯の準備に
注⼒したため減少

夜の時間帯の接客時間が準備で
減らした時間より⼤幅に増加

昼は変化なし
（対策と無関係な
時間帯なので）

準備のために接客時間を
減らしたが、追加注⽂数は維持

夜の時間帯の
追加注⽂数増加

変化なし

（マネージャの想定より）接客時間が短い現状把握

(1)⼯程組換，(2)役割分担徹底，(3)⼼がけ対策
夜の時間帯の接客エリア滞在時間 → 増加改善効果

夜の時間帯の追加注⽂ → 増加波及効果

(1)従業員負荷（移動距離） → 変化なし
(2)15時台︓追加注⽂数 → 減少なし副作⽤
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* METI 「サービス工学」関連事業の成果

「改善」が「売上増」につながった事例として重要

シリウス社 FlexComet

GrayOrange社Ranger Assist

6ゾーン

AMR導⼊なしの時に⽐べて
⼈間の合計歩⾏距離が70%程度に

終了時刻は3h遅くなる

20ゾーン

AMR導⼊なしの時に⽐べて
⼈間の合計歩⾏距離が60%程度に
終了時間は1.5h遅くなる

6ゾーン 20ゾーン

20ゾーン分割の⽅が「⼈間が待っている（⾚）」割合が多い
→ピッキング担当者数も⾒直しが必要

※各エリアの割り当て⼈数は業務量から決定
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AMRの例
（注：これらの機種を想定して検証したわけではありません）

事例）物流倉庫へのAMR導入シミュレーション


